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議 案 第 ２ ７ 号  

 

一 般 財 団 法 人 新 庄 市 体 育 協 会 の 経 営 状 況 の 報 告 に つ い て  

 

一 般 財 団 法 人 新 庄 市 体 育 協 会 の 経 営 状 況 を 地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２

年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ４ ３ 条 の ３ 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 別 冊 の と お

り 報 告 す る 。  
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- 3 -



平成３０年度事業・決算報告 
 

新庄市体育協会は、平成２４年度に一般財団法人となり、平成２６年度から 

新庄市の指定管理者として市のスポーツ施設すべてを管理運営し、さらに平成 

２７年度からは山形県の指定管理者として最上中央公園（すぽーてぃあ含む）の

管理運営を担った。 

 新たな事業を含め、平成３０年度においても、新庄市体育協会の目的に沿い

「市民総スポーツの推進」と「選手の育成強化・競技力の向上」に向けて各種

事業を実施するとともに、スポーツ施設を適正に管理し、施設利用者の満足度

向上に努めた。 

 

１．スポーツ振興事業 

（１）スポーツの普及・推進 

 ①新庄市総合体育大会 

   競技団体主管により１４競技大会が開催され１，８８１人の市民がスポー

ツに親しんだ。 

 ②健康ウォーキング 

ウォーキング日誌を無料配布し、市民に健康ウォーキングの励行を促し

た。 

 ③こども・はばたき事業 

体力低下などの子どものからだを巡る問題への取組として、普段運動機

会の少ない児童を対象に「日新はばたきクラブ」・「親子でスポーツ」の事

業を実施した。 

 ④自主事業 

   かむてんサッカーフェスティバル・エアバレー大会・タグラグビー・マジ

カルスノーランド・ジュニアスキーレッスン等の自主事業を実施し、ス

ポーツに親しむ機会づくりを行った。 

 ⑤広報活動 

   ５回広報紙を発行し、国体・インターハイ出場など新庄の選手の活躍ぶり

を市民に紹介した。また、ホームページにより、施設空き情報を含めたス

ポーツに関する情報を市民に提供したほか、フェイスブックでイベント情

報等をタイムリーに市民に情報提供した。 

（２）育成強化・競技力の向上 

 ①育成強化対策事業 
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計 画 的に 育 成 ・ 強 化 ・ 普及 を 進 め る ７ 競 技団 体 ・ ２ 学 校 体 育団 体 に    

計１，３４０千円の育成強化費を交付した。 

 ②スポーツ少年団育成事業 

１０種目、３３団体、団員５５１名・指導者１８７名からなるスポーツ  

少年団が登録し、各々競技大会参加、地域貢献など活発に活動した。 

 ③最上地区市町村体育協会共同事業 

８市町村体育協会共同強化事業として、１７１人の参加者にスポーツ  

トレーナーを講師に「からだづくりセミナー」を３回実施し、ランニング  

パフォーマンス向上を図った。 

 ④体育表彰事業 

本市スポーツ振興に功績のあった方６人、各種競技大会で優秀な成績を 

収めた選手７７人・７団体を表彰した。各人の功績等については、体協広

報で広く市民に紹介した。 

 

２．施設管理事業 

（１）サイクルスポーツセンター管理事業 

東日本大震災で損壊し使用休止の状態であるが、山形県スポーツ施設整 

備支援事業補助金の交付を受けて測量地質調査・予備設計を実施した。調

査の結果、崩落個所の地質が軟弱であることが判明し、施設の使用を廃止

した。 

（２）新庄市スポーツ施設指定管理事業 

新庄市の１０のスポーツ施設の指定管理者として、利用者に安全で快適

に利用いただくことを念頭に適切に管理運営した。 

（３）新庄市都市公園管理事業 

新庄市の委託を受け、３０カ所の都市公園を適切に管理した。 

（４）新庄市公有財産管理事業 

   新庄市の委託を受け、４カ所の新庄市公有財産を適切に管理した。 

（５）山形県最上中央公園管理事業 

山形県の指定管理者として、すぽーてぃあの管理運営・園の維持管理な

ど最上中央公園を適切に管理した。 

 

《決算概要》 

<概  況〉 

経常収支における正味財産では、2,997 千円の増（減価償却費を除く収支計算

ベースの収支差引残額は 7,029 千円）となり、前年度を上回った。経常外の正味

財産は、サイクルスポーツセンターの廃止に伴う建物・構築物の減損損失を計上
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したことにより 14,709 千円減少した。 

この結果、当期一般正味財産は法人税を控除して前年度比 12,881 千円減少と

なった。特に固定資産では、車両運搬具を購入したことから期末簿価 1,306 千円

増加したが、減価償却及び建築物等の減損損失により 15,690 千円減少した。 

〈経常収入〉 

 受託収益は都市公園受託費の単価見直し等により 3,855 千円、指定管理事業で

は、経費増嵩により市・県ともに引き上げられ 3,929 千円の増に対し、南東北  

インターハイの終了などにより市補助金 3,510 千円の減額となったことなどから、

経常収入は対前年度比 3,584 千円増え 166,324 千円となった。 

〈経常支出〉 

人件費（報酬・給与・賃金・社会保険等）は、職員給与の増額改定を行った

が、予定の臨時職員雇用数にいたらなかった結果 1,038 千円減少し、62,788 千

円となった。その他、減価償却費の増、野球場スコアボード点検委託費の増、消

耗品（パソコン更新）の増等により経常支出総額は 1,619 千円の増 163,327 千円

となった。なお、スポーツ振興事業費は、これまで同様に市補助金と施設管理事

業の収益により充実するという構図に変わりなく、事業費は 5,108 千円（人件費

を除く。）となり、前年度をわずかに上回る事業費となった。 

 

（決算）

  〔経常収益〕１負担金（加盟団体・スポ少）   １，０６０，３００（円） 

２賛助会費              ３３６，０００ 

３新庄市補助金         １０，９６２，０００ 

４総合体育大会委託料         ８４８，０００ 

５新庄市指定管理料       ９０，３５３，０００ 

６新庄市体育施設利用料     １４，４８９，４５５ 

７山形県指定管理料       ２１，４５２，０００ 

８すぽーてぃあ利用料       ３，０１８，１２０ 

９新庄市施設管理委託料     ２０，０６５，４６５ 

１０その他の収入          ３，７３９，６５２ 

             計         １６６，３２３，９９２(A) 

〔経常費用〕１事業費           １５６，４０７，１８１ 

２管理費             ６，９２０，０５６ 

             計         １６３，３２７，２３７(B）   

〔当期経常増減額〕              ２，９９６，７５５(C)=(A)-(B） 

  〔経常外費用〕減損損失（建物・構築物）  ▲１４，７０８，７５６(D) 

〔当期法人税等〕               １，１６８，８６５(E) 

〔当期一般正味財産増減額〕        ▲１２，８８０，８６６(F)=(C)+(D)+(E） 
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